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平成 27 年度を振り返って 

  

平成 11 年 7 月 20 日“海の日”、蒲郡市の情報化推進の中枢となる「情報ネットワークセンター」

と、情報のショールームとしての機能を備えた「生命の海科学館」から成る複合施設として、「蒲郡情

報ネットワークセンター・生命の海科学館」が開館しました。 

平成 19 年、利用者が減少傾向に転じたことから、市民にとって最善となる活用方法を検討するた

めの「生命の海科学館見直し検討委員会準備会」が発足し、その翌年に「生命の海科学館見直し検

討委員会」が設立されました。平成 20 年 12 月 24 日、「生命の海科学館見直し検討委員会」が蒲郡

市長に提出した検討結果報告書の冒頭には、下記のとおり記載されています。 

・生命の海科学館を「理科教育施設」、「科学教育普及施設」、および「生涯学習・地域コミュニティ

の核となる施設」として活用すべきである。 

・生命の海科学館と情報ネットワークセンターの機能を分離し、科学館に独立性を持たせ施設運営を

行わせることが必要である。 

・魅力のある科学館とするため専門の学芸員を配置すべきである。 

・科学館の運営について、中長期的な事業計画の作成と評価方法の検討を行うことが必要である。 

以後、当館はその実現に向け、学校教育と連携した「理科教育施設」、および市民のための「科学教育

普及施設」、市民が集う「生涯学習施設・地域コミュニティの核となる施設」としても利用される科学

館として生まれ変わるべく、活動してまいりました。 

そして平成 26年 12 月 15 日、「蒲郡市生命の海科学館の設置及び管理に関する条例」が施行され、平

成 27年 4月、「蒲郡情報ネットワークセンター・生命の海科学館」は、蒲郡市教育委員会文化スポーツ

課に所属する教育施設「蒲郡市生命の海科学館」として、新たな一歩を踏み出しました。 

 

平成 27 年度、蒲郡市生命の海科学館新生の年、科学館利用者の総数は 8万人を超え、3階展示室の入

場者数も見直し検討直後の平成 21年度のゆうに二倍を越える、4万 2千 250 人となりました。訪問授業

や出張ワークショップ・サイエンスショウなどでの利用も、100 件を超えました。来館者・利用者の皆

様にご活用頂いた科学館活動の概要について、本報告書に取りまとめましたので、詳細についてはぜひ

各項目をご参照ください。 

 

生命の海科学館は、今後も科学に対する関心を深め、豊かな創造力及び研究心を養い、広く学習の場

を提供するため、事業展開を図ってまいります。どうぞ一層のご指導、ご鞭撻のほど、よろしくお願い

申し上げます。 

 

 

蒲郡市生命の海科学館 

 

館長 山中敦子 
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Ⅰ 展 示 部 門 
 

1 展示 

常設展示室内において、下記の展示変更を行った。 

「企画展用展示室」の新設 

円形展示室において、常設展示していた展示物を撤去して企画展用展示室とした。 

 

2 ミュージアム・シアター 

 ミュージアム・シアターでは、各日 3 本の内容を 1 時間毎に上映しており、年間を通じて様々なシア

ターを上映している。以下に平成 27 年度の上映作品名および上映期間を示す。 

 

・「ゲーム：生命の海への旅立ち」 期間：通年 

・「アイスワンダーランド」 期間：（平成 26年 10 月）～平成 27年 9月 

・「スーの物語 Waking the T-rex」 期間：（平成 26 年 12 月）～平成 27年 5 月 

・「はじめての星の王子さま」 期間：平成 27 年 6月～7月、10 月～上映中 

・「キングペンギン」 期間：平成 27 年 8 月～11月 

・「ウォーキングウィズダイナソー 太古の海へ」 期間：平成 27 年 12 月～平成 28年 3月 

・「しまじろうとフフのだいぼうけん」期間：平成 27 年 6 月～上映中（団体来館用） 

 

 館自作のインタラクティブコンテンツである「ゲーム：生命の海への旅立ち」は開館当初から上映を

継続しており、平成 27年度も毎日上映している。 

 平成27年度からの新たな取り組みとして、団体来館用に「しまじろうとフフのだいぼうけん」を平成

27 年 6 月から上映している。 

 春休み期間（平成 27年 4月 1日（開始日 3月 25 日）から 4月 5日）事前予約制で昼 12時 5 分より

「ゲーム：生命の海への旅立ち」を「ひるいちシアター」として上映した。また、夏休み期間（平成 27

年 8月 1日から 8月 31日まで）に事前予約制で朝 9時より「ゲーム：生命の海への旅立ち」を「あさい

ちシアター」として上映した。さらに、みかわ de オンパク プログラム 70「あさいちシアター★タイ

ムマシンをひとりじめ！」として、平成 27年 10 月 3 日～12 月 27 日に事前予約制で上映した。 

 

3 企画展 

下記の企画展を開催した。 

（1）生命の海科学館平成 27年夏の企画展   

「はやぶさ から はやぶさ 2 へ ～海と生命（いのち）の種を探して～」   

【会期】 平成 27 年 7 月 18 日（土）～ 9 月 6 日（日）  50 日間 

【会場】 蒲郡市生命の海科学館 3階 科学ひろば 

【入場料】無料 

【主催】 蒲郡市生命の海科学館  

【後援】 国立大学法人 岐阜大学  

【協力】 国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構 JAXA  

【内容】 小惑星探査機「はやぶさ」がもたらした成果と、「はやぶさ 2」が挑戦するミッションの

紹介を通して、生命の惑星・地球誕生の謎に迫る惑星科学の最先端を紹介する。  

 

（2）ミニ企画展「メアリー・アニングとイクチオサウルス ～12歳の化石ハンター～」 

【会期】平成 27 年 4 月 29 日（水・祝日）～7月 5日（日） 

【会場】蒲郡市生命の海科学館 3階 常設展示室内（常設展示室観覧料のみ） 

 

（3）ミニ企画展「超・氷河期と生命の大進化 ～全球凍結とカンブリア爆発～」 

【会期】平成 27 年 7 月 11 日（土）～11月 3日（火・祝日） 

【後援】国立大学法人 岐阜大学 

【会場】蒲郡市生命の海科学館 3階 常設展示室内（常設展示室観覧料のみ） 
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（4）ミニ企画展「蒲郡市生命の海科学館・日本地質学会共催事業 第６回 惑星地球フォトコンテスト 

入賞作品展」 

【会期】平成 27 年 9 月 19 日（土）～11月 3日（火・祝日）  

【共催】蒲郡市生命の海科学館・一般社団法人日本地質学会 

【会場】蒲郡市生命の海科学館 3階 科学ひろば（入場無料） 

 

（5）ミニ企画展「大陸移動説 100 年 ～時代の先を行きすぎた学説～」 

【会期】平成 27 年 11 月 7 日（土）～平成 28 年 2月 15 日（月）  

【会場】蒲郡市生命の海科学館 3階 常設展示室内（常設展示室観覧料のみ） 

 

（6）パネル展 「ヒゲクジラ化石調査報告展」 

【会期】平成 27 年 11 月 21 日（土）～平成 28 年 3 月 7日（月）  

【会場】蒲郡市生命の海科学館 3階 科学ひろば（入場無料） 

 

（7）スポット展示 「特別天然記念物 イリオモテヤマネコ発見 50年」 

【会期】平成 27 年 12 月 19 日（土）～平成 28 年 2 月 22 日（月）  

【会場】蒲郡市生命の海科学館 2階 地球ひろば（入場無料） 

 

（8）ミニ企画展 「深海のフシギ ～熱水噴出孔は生命のゆりかご？～」 

【会期】平成 28 年 2 月 20 日（土）～ 5 月 23 日（日）（予定） 

【協力】名古屋大学自然情報学科環境システム系 杉谷 健一郎 教授 

【会場】蒲郡市生命の海科学館 3階 常設展示室内（常設展示室観覧料のみ） 

 

（9）展示「看板コンクール作品展示」 

【会期】平成 28 年 3 月 19 日（土）～ 4 月 11 日（日）（予定）  

【会場】蒲郡市生命の海科学館 1階 実験工作室前（入場無料） 

 

（10）展示「蒲郡市立西部小学校 5 年生成果発表展 “蒲郡のすごいところみつけました ～株式会社

蒲郡製作所編～”」 

【会期】平成 28 年 3 月 19 日（土）～ 5 月 8 日（日）（予定）  

    【会場】蒲郡市生命の海科学館 2階 地球ひろば（入場無料） 

 

（11）写真展「北極の海・氷河の大崩落」 

【会期】平成 28 年 3 月 19 日（土）～ 6 月 6 日（日）（予定） 

【出品者】青木 正次 さん 

【会場】蒲郡市生命の海科学館 3階 科学ひろば（入場無料） 

 

4 蒲郡の科学ひろば 

「学校コーナー」と「企業等コーナー」の2コーナーから成る展示エリアであり、展示エリア全面・

一部を使い、企画展を実施した。 

 

「学校コーナー」 

 平成26年度に引き続き、平成27年度の蒲郡市の環境事業「海の環境学習“環境チャレンジ”」へ参加

した児童による「海のいきもの図鑑」を掲示した。また、国土交通省中部地方整備局 名古屋港湾事務

所及び三河港湾事務所からご協力を頂き、11月21日から平成28年2月29日に「働く船展」を開催した。 

 

「企業等コーナー」 

 生命の海科学館の教育普及活動にご協力頂いた地元企業に関する展示を行った。株式会社ウマカン、

竹本油脂株式会社、株式会社ニデック、中部繊維ロープ工業協同組合(カネヤ製綱株式会社、三栄製綱

株式会社)より展示のご協力を頂いた。 

 



4 

 

5 地球ひろば 

「図書コーナー」と「展示コーナー」の 2 コーナーから構成される。又、一部のエリアを使い、ミニ

企画展を実施した。 

 

「図書コーナー」 

 和書、洋書、児童書、月刊誌、週刊誌あわせて約550冊を配架している。 

 

「展示コーナー」 

 愛知工科大学に全面的なご協力を頂き、高度交通システム研究所、宇宙システム研究所をはじめ、

様々な研究施設の紹介パネル、実習教材等を常設展示している。 

 

6 イクチオひろば 

陶器製イクチオサウルスの発掘体験コーナーや約 200 冊を所蔵する児童図書コーナーが設置されてい

る。又、幼児から児童向けの知育や科学に関するおもちゃを貸し出している。 

イベントとして、NPO 法人ブックパートナーのご協力により、絵本の読み聞かせ「おはなしライブ」

を毎月 1回開催した。 

 

7 資料提供 

 教科書、資料集、雑誌等に当館の資料を提供した。次項に示す。 
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申請日 出版社等 出版物等  

（出版予定を含む） 

資料 

平成 27 年 

4 月 6日 

神奈川県海老名市立今泉

小学校 

研究授業における教

材への利用 

デジタル・コンテン

ツ「トレジャープラ

ネット・地球進化史

カレンダー」 

平成 27 年 

4 月 8日 

共立出版株式会社 書籍「オーストラリ

アの荒野によみがえ

る原始生命」（共立ス

マートライブラリ

ー） 

グリパニア化石写真 

平成 27 年 

6 月 1日 

株式会社 NHK プロモーシ

ョン 

特別展「生命大躍

進」展覧会図録、広

報用画像 

ハイコウイクチス化

石写真・復元画 

平成 27 年 

6 月 1日 

株式会社小学館 

児童・学習編集局 

児童書「ドラえもん 

もっと！ふしぎのサ

イエンス 7」 

ハイコウイクチス化

石写真 

平成 27 年 

6 月 14 日 

株式会社 NHK 出版 書籍「生命大躍進」 ハイコウイクチス化

石写真 

平成 27 年 

7 月 26 日 

株式会社エムピージェー 

月刊アクアライフ編集部 
月刊アクアライフ増

刊 アロワナライブ

3号 

ハイコウイクチス化

石写真 

平成 27 年 

10 月 29 日 
独立行政法人 国立科学

博物館 地学研究部生命

進化史研究グループ 

研究論文 クジラ化石標本 写

真・資料 

平成 27 年 

12 月 6 日 

株式会社 第一学習社 「高等学校 改定 

地学基礎」（文部科学

省検定教科書） 

ディキンソニア化石

写真，ハイコウイク

チス化石写真，アノ

マロカリス化石写

真，イクチオサウル

ス化石写真 

平成 27 年 

12 月 16 日 

丸善出版株式会社 書籍「アストロバイ

オロジー」 

グリパニア化石写真 

平成 28 年 

2 月 25 日 

株式会社新興出版社 

啓林館 

「高等学校 生物」

（文部科学省検定教

科書） 

ディッキンソニア化

石写真，ハルキゲニ

ア化石写真，アノマ

ロカリス化石写真，

ピカイア化石写真 

平成 28 年 

2 月 25 日 

株式会社新興出版社 

啓林館 

「高等学校 地学 

改訂版」（文部科学省

検定教科書） 

ハイコウイクチス化

石の写真 

平成 28 年 

2 月 25 日 

株式会社新興出版社 

啓林館 

「高等学校 地学基

礎 デジタル版」（文

部科学省検定教科

書） 

ハイコウイクチス化

石写真 

平成 28 年 

3 月 7日 

株式会社 第一学習社 「高等学校 改訂 生

物」（文部科学省検定

教科書） 

ディキンソニア化石

写真 
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Ⅱ ソ フ ト 部 門 
 

1 サイエンスショー・ワークショップ、講演会等諸行事 

平成 27年度に実施したサイエンスショー・ワークショップ、講演会等諸行事について、当館が発刊し

たイベントカレンダーで示すとともに、イベントカレンダー未記載の追加イベントや日程変更があった

イベント等を以下に示す。 

 

追加イベント 

平成 27 年 7 月 26 日（日） 

ワークショップ「The くるくる」 講師：酒井専門員 

時間：14時～ 参加費：無料 

平成 27 年 8 月 23 日（日） 

ワークショップ「はっぱとペット」 講師：はっぱのおばさん 

時間：10時～ 参加費：300 円 

平成 27 年 10 月 18 日（日） 

ワークショップ「身近なものでエコお掃除！？」 講師：愛知県立時習館高校 SSH 化学部 

時間：15時 30 分～ 対象：小学校低・中学年とその保護者の方々 定員：30名 参加費：無料 

 

イベントの変更 

平成 27 年 4 月 19 日（日） 

【タイトル変更】→ サイエンスショー「身近な科学を楽しもう No.10」 

 

平成 27 年 5 月 31 日（日） 

【イベント変更】→ ワークショップ「ヌマエビすくい」 講師：桜丘高等学校生物部の皆さん・

鈴木順久教諭 時間：14時～ 定員：30 名 参加費：無料 

 

平成 27 年 7 月 12 日（日） 

【開催中止】定例講座「顕微鏡の達人になろう」 時間：16 時 30 分～他 参加費：無料 

 

平成 27 年 7 月 16 日（木） 

【日程変更】→ 7月 30 日（木） 

一般科学講座 第 1 部「海洋動物の自然史」（3）「クジラ類 ～陸から海へ還った哺乳類～」 講

師：相澤学芸員 時間：18 時 30 分～ 参加費：無料 

 

平成 27 年 8 月 23 日（日） 

【日程変更・イベント変更】→ 平成27年 12月 13日（日） 小学校低学年向け定例講座（1・2年

生）かがく工作室「夏・秋・冬の星座とふたご座流星群を観よう（野外）」 講師：浅井インター

プリター 時間：17 時～ 参加費：無料 
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2 地域連携活動 

生命の海科学館が協力し、館にて実施した教育活動及び広報活動、まちづくり事業等は以下の通りで

ある。 

(1) JR 東海さわやかウォーキング企画 

(2) 蒲郡市観光協会宿泊プランタイアップ企画 （宿泊プラン・グランドゴルフ大会への協賛） 

(3) ワクワクフェスティバル 

(4) 蒲郡ホタルマップの作成・展示 （製作指導 小川公子さん、竹内恵子さん） 

(5) ひとねる祭 

(6) 下水道ポスター展 

(7) あいちサイエンスフェスティバル 2015in 蒲郡（名古屋大学、愛知県との共催事業） 

(8) 蒲郡市ツーデーウォーク 

(9)テックスビジョン 2015 ミカワ （蒲郡商工会議所テックスビジョン事務局） 

サテライト会場企画 

(11)蒲郡シティドレッシング事業（蒲郡駅前・科学館） 

科学館イルミネーション点灯 （同期間 製作協力：三栄製綱、がまごおり若者ステーション、設

置協力：㈲蒲郡看板工芸社） 

(12)ＪＡＦ会員イベント 

(13)未来に残そう青い海 海上保安庁図画コンクール 入賞作品展示 

(14)海岸通りスイーツコンサート （主催：海岸通りスイーツコンサート実行委員会 後援：蒲郡商工

会議所青年部）   

(15)科学の祭典 出展（ココニコ） 

(16)金沢ヒューマン文庫を愛し守る会 親子工作教室 （バスボムづくり） 

(17) J-CREW プロジェクト 

(18)三河湾環境チャレンジ 海の学習  

図鑑展,働く船展 

(19）環境学習協力 

AEL ネットスタンプラリー参加 

  豊川市環境課 子ども環境教室 講師 

 

3 訪問事業 

 平成27年度に実施した訪問事業は以下の通りである。 

  

月 訪問先数 参加者合計人数 

4月 3 51 

5月 8 504 

6月 21 1718 

7月 15 1054 

8月 10 666 

9月 5 139 

10月 10 1031 

11月 15 873 

12月 11 735 

1月 5 651 

2月 11 680 

3月 8 287 

総計 122 8389 
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4 研修等の受け入れ 

（1）職場体験学習と高校生インターンシップ 

蒲郡市立塩津中学校、蒲郡市立西浦中学校、蒲郡市立中部中学校、蒲郡市立蒲郡中学校、 

蒲郡市立大塚中学校、蒲郡市立形原中学校、豊川市立小坂井中学校、岡崎市立矢作北中学校、 

岡崎市立竜南中学校、愛知県立吉良高校、愛知県立刈谷北高校、愛知県立南陽高校 

 

（2）教員研修・インターンシップ 

指導改善研修（他職種体験研修）、初任行政研修、理科の授業に役立つ実技研修会 

あま市教員研修、蒲郡市校長研修会、博物館実習 
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Ⅲ 科学館ネットワークの構築 
 

ソフト事業（サイエンスショー、ワークショップ、講演会、市民講座、科学講座等）については、平

成22年度から個人、大学・学校、企業等から支援を受けて実施している。科学館で行う講座として、解

りやすさ、楽しさといった教育要素はもとより、企業の社会貢献やまちづくり・まちの賑わいづくりの

一環としても大きな成果を挙げている。 

平成 27 年度については、個人は 54 名、企業協力としては 18 社、高校・大学連携としては 16 校、官

公庁・団体連携としては、31団体の協力があった。 

 

1 個人協力者（50 音順・敬称略） 

縣秀彦、池谷知夏、板宮朋基、伊藤あかり、伊藤純一、伊藤わかよ、今井ひろこ、岩山勉、宇佐美徳

子、黄瀬正敏、岡本清、小川公子、加藤智子、金沢洋子、川上紳一、沓名健次、甲能直樹、コーロ・

パストーゾ、小串重治、小寺祥子、小柳津恵子、佐藤哲也、佐藤雅浩、周藤美希、杉森順子、鈴木東、

鈴木順久、鈴木敏道、園原誠、高野智、高橋真理子、高橋優子、竹内恵子、鶴島道子、戸谷義明、仲

島勝美、中村元、納口恭明、箔屋スフィカ、橋本和敏、日比野里美、フェリックス・G・マーク、平

岩和通、平出さつき、平出暁、藤吉隆雄、堀内智晴、昌子舜、松岡敬二、見神元義、森崇大、八幡昌

紀、薮田ひかる、渡辺政隆 

  

 

2 企業協力社(50 音順) 

アイシン・エィ・ダブリュ㈱、伊藤光学工業㈱、カネヤ製鋼、㈱酒伊組、(有)小林住建、三敬㈱、㈱

ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング、大日本図書㈱、竹島クラフトセンター、竹本油脂㈱、中

部電力㈱、㈱東海分析化学研究所、東京フード株式会社、トヨタ自動車㈱、㈱ニデック、藤浜染工、

㈱ラグーナテンボス、㈱ラグナマリーナ 

 

3 高校・大学等 学校連携 

愛知教育大学、愛知工科大学、大阪大学、岐阜大学、静岡大学、筑波大学、北京大学、北海道大学、

愛知県立蒲郡高等学校、愛知県立時習館高校、愛知県立三谷水産高等学校、科学技術学園高等学校、

桜丘高等学校、光ケ丘女子高等学校、岡崎市立竜海中学校、海陽中等教育学校 

 

4 官公庁・団体連携 

金沢ヒューマン文庫を愛し守る会、形原五七巳午会紙芝居同好会、962 倶楽部、NPO 法人オアシス、

NPO 法人ブックパートナー、独立行政法人 宇宙航空研究開発機構 （JAXA）、G･Child、伝統文化ふろ

しき風の会愛知、トヨタ技術会、トヨタボランティアサークル[DIY]、にこりーず、海岸通りスイー

ツコンサート実行委員会、国立科学博物館、豊橋市自然史博物館、蒲郡商工会議所青年部、大学共同

利用機関法人自然科学研究機構国立天文台、東三河染色共同組合、国立研究開発法人防災科学研究所、

大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構物質構造科学研究所、公益財団日本科学技術振興

財団科学技術館、国土交通省中部地方整備局（海洋環境技術科、三河港湾事務所）、愛知県環境部

（環境活動推進課、資源循環推進課）、蒲郡市観光協会、蒲郡まつり実行委員会、蒲郡市竹島水族館、

蒲郡市教育委員会、経済産業省環境エネルギー庁、ハピファミコミュニケーション、りかたまクラブ、

子どもと科学を楽しむ会、手織三河木綿工房「手織場（てばたば）」 

 

5 ボランティア 

活動名：「うらない本や」 

実施者：金沢洋子さん 

内容：絵本や専門書、写真集など、科学館で開催されるワークショップに関連したテーマの科学読み

物を、子ども・保護者などに紹介し、好奇心や理解度を高める活動である。平成22年度より継

続して実施されているボランティア活動であり、うらない本や開催時に行っているワークショ

ップ「栞づくり」も人気である。 

 テーマ（例）：むし、化石、木工、宇宙、植物、自然とくらし、恐竜、深海等。 
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回数：平成 22年度から実施しており、各年度の実施回数を下記に示す。 

 

実施年度 回数 

平成 22 年度 （平成 22年 11 月～平成 23年 3 月） 13 回 

平成 23 年度 （平成 23年 4 月～平成 24 年 3 月） 29 回 

平成 24 年度 （平成 24年 4 月～平成 25 年 3 月） 27 回 

平成 25 年度 （平成 25年 4 月～平成 26 年 3 月） 20 回 

平成 26 年度 （平成 26年 4 月～平成 27 年 3 月） 18 回 

平成 27 年度 （平成 27年 4 月～平成 28 年 3 月） 21 回 
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Ⅳ 広報活動 
 

1 広報活動 

科学館の活動を次の方法で周知を図った。 

（1）行事案内（イベントカレンダー）各回 65,000 部を作成し、蒲郡市内の全世帯に配布した。 

   市内小中学校全児童生徒、市内全保育園児に配布するとともに、近隣市町の小学校にも配付した。 

 

（2）行事案内（イベントカレンダー）を、市内観光施設、市内公所、県内各種教育機関に周知した。 

 

（3）ホームページでは、常に新しい情報を掲載した。 

 

（4）メルマガ、携帯メール配信などにより開催講座等の情報発信を行った。 

 

（5）愛知県生涯学習活動検索用ホームページ「まなびネットあいち」を活用した情報発信を行った。 

 

（6）アピタ蒲郡店、蒲郡観光協会竹島支所にて、イベントポスターの掲示をさせていただいた。 

 

（7）科学系雑誌、教科書などの作成、巡回企画展等における資料提供を行った。 

 

（8）ワークショップや企画展などのイベントについてマスコミにリリースした。 

 

 ・雑誌 

じゃらん、るるぶ、まっぷる、東海ウォーカー等 旅行雑誌による施設紹介、ぶらりん蒲郡・西尾、  

はなまる、咲楽、teniteo、月刊くれよん、雑誌 Berrycoo、えみっと、Regalo、JAF メイト、 

MEGRIA、マクール、愛知県環境部「AEL ネットスタンプ帳」、広報蒲郡等 

 

 ・新聞 

中日新聞、朝日新聞、読売新聞、毎日新聞、東愛知新聞、東日新聞、蒲郡新聞 

 

 ・ＴＶ 

三河湾ケーブルＴＶ（テレビ回覧板）、ケーブル TV 蒲ＧＯリサーチ、 

中京テレビ（キャッチ、ＮＮＮストレイトニュース）、名古屋テレビ（アップ）、NHK おはよう東海 

 

 ・WEB 掲載 

Yahoo ニュース、東日新聞、まなびネットあいち、THE PAGE、 

Internet museum 2015 museum character アワード、 

ダイビングと海の総合サイト・オーシャナ、ベネフィット、かんぽの宿 

 

 ・ラジオ 

NHK 深夜ラジオ 
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2 館長からのあいさつ 

インターネットのホームページ上に、「館長からのあいさつ」として掲載した。その内容は次のよう

である。 

 

○ 平成 27 年 5 月 7 日 掲載 

新任のごあいさつ 

 

 平成 27年 4月 1日より、蒲郡市生命の海科学館の館長に就任いたしました。どうぞよろしくお願い

申し上げます。 

〈海は異世界〉 

 地球の海の深さを平均すると、およそ 3800ｍ。海洋の 8割は、水深 200ｍを超える深海です。今私た

ち人類は、生命誕生の秘密、地球の内部構造の解明、新しいエネルギーの源を求めて、深海へと版図を

広げつつあります。 

 これだけ科学が発達した現代においても、大きな謎につつまれている、母なる海の世界。太古の生命

を育んだ熱水噴出孔、不思議な深海生物たち、地下に眠る岩石や鉱物・・・海のなりたちや生命誕生、

進化の謎を解きあかす手がかりが潜む、海は科学の宝箱です。 

 世界が微妙なバランスの上に成立っていることを、現代に生きる私たちはすでに身をもって学んでい

ます。深海の新しいエネルギー源や、それを生み出すしくみや環境、その世界のバランスを、科学の目

で見極めていくことが大切です。当館では、カンブリア紀の貴重な化石をはじめ、さまざまな標本に出

会い、触れることができます。「海とは何か」「地球とは何か」そして「私たちを含むこの世界とは何な

のか」を知るための探求の一歩として、また知的好奇心を満たし育てる場所として、当館をご利用いた

だければ幸いです。 

 異世界への入口であり、海と地球に関する科学の入口でもある「生命の海科学館」。今後も多くの

方々のご支援を賜りながら、皆様に愛される科学館となるよう努めて参りますので、応援をよろしくお

願いいたします。 
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Ⅴ 入 館 者 数 
 

1 入館者数の推移 

 平成27年度の入場者数は26年度と比較して13,873人増加した。科学館事業見直しをはじめた平成22

年度から 6年連続で増加している。 

 平成 27 年度の増加要因としては、有料入館者数の伸び率が高いことから、平成 27 年 4 月 1 日より展

示室観覧料を大人 700 円から 500 円へ、小人 300 円から 200 円へ値下げしたこと、また、年間観覧券を

導入したことが大きいと考えられる。また、見直し検討委員会の提言により実施されたソフト事業（サ

イエンスショー・ワークショップ）が好評であること、平成 22 年度から実施してきた訪問事業による

PR 効果と学校団体等のニーズに合わせた来館対応（展示解説・ワークショップなど）を展開しているこ

とも引き続き効果が出ていると思われる。 
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区 分 
11 

年度 

12 

年度 

13 

年度 

14 

年度 

15 

年度 

生命の海科学館入場者数（計） 48,163 41,297 32,155 27,094 27,521 

内訳 市民利用証入場者数 13,102 8,942 6,212 6,106 6,046 

(市民利用証発行数) 9550 2,837 1,633 1,408 1,526 

観覧券等入場者数 35,061 32,355 25,943 20,988 21,475 

（内訳：有料入場者） 27,525 26,352 21,024 17,588 17,959 

（内訳：無料入場者） 7,536 6,003 4,919 3,400 3,516 

区 分 
16 

年度 

17 

年度 

18 

年度 

19 

年度 

20 

年度 

生命の海科学館入場者数（計） 21,604 22,713 21,497 20,172 21,323 

内訳 市民利用証入場者数 4,522 3,708 3,887 4,309 4,119 

(市民利用証発行数) 944 983 1,048 1,172 1,122 

観覧券等入場者数 17,082 19,005 17,610 15,863 17,204 

（内訳：有料入場者） 14,017 15,959 14,559 13,071 14,021 

（内訳：無料入場者） 3,065 3,046 3,051 2,792 3,183 

区 分 
21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

生命の海科学館入場者数（計） 18,395 33,651 46,556 58,149 63,037 

内訳 市民利用証入場者数 2,710 3,677 5,848 5,289 4,258 

(市民利用証発行数) 611 957 866 328 362 

観覧券等入場者数 15,685 19,534 22,325 24,868 28,288 

（内訳：有料入場者） 14,147 14,897 17,534 17,572 19,507 

（内訳：無料入場者） 1,838 4,457 4,791 7,296 8,781 

サイエンスショー・ワークショップ  7,640 14,910 15,670 16,380 

イベント・企画展入場者数  2,980 3,473 3,322 3,325 

イクチオ広場    9,000 10,786 

区 分 
26 

年度 

27 

年度 
 

 
 

生命の海科学館入場者数（計） 66,485 80,358    

内訳 市民利用証入場者数 3,869 4,179    

(市民利用証発行数) 408 364    

観覧券等入場者数 29,474 38,068    

（内訳：有料入場者） 17,001 24,095    

（内訳：無料入場者） 12,473 13,648    

（内訳：年間観覧券入場者）  325    

サイエンスショー・ワークショップ 18,746 20,737    

イベント・企画展入場者数 3,337 4,177    

イクチオ広場 11,059 13,197    

※館外活動（訪問授業・環境チャレンジ等）の利用者数については、p.35～38 を参照 
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2 学校等団体の来館 

 平成 27年度における学校等の団体来館は次の通りである。 

 

月 来館団体数 来館者合計人数 

4月 8 677 

5月 10 517 

6月 14 594 

7月 10 408 

8月 19 623 

9月 14 604 

10月 34 1646 

11月 16 629 

12月 8 299 

1月 8 249 

2月 17 797 

3月 15 645 

総計 173 7688 
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Ⅵ 研 究 部 門 
 

1 平成 27 年度 助成事業 

 公益財団法人 日本科学協会「笹川科学研究助成」の採択を受け、下記の調査研究を実施した。 

 【課題名】科学館による授業ですぐに利用できる教材の開発 

【助成者名】天野淳二 

 

2 学会発表 

 天野淳二、戒田正敏、清水一、川上昭吾．科学館における教員研修「化石を発掘してみよう」の評価．  

 日本理科教育学会第 61回東海支部大会（岐阜聖徳学園大学）、平成 27年 11 月 28 日 

 

3 研修  

マリンスタッフ研修  3 回 
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Ⅶ 組 織・運 営 

 
1 組織 

平成 27年の蒲郡市役所機構改革により、企画部情報ネットワークセンター所属から蒲郡市教育委員会

文化スポーツ課に所属が変更になった。 

 

（1）科学館事業に関与する部門 

課長補佐、学芸員（館長・副主幹）、主事補、専門事務嘱託員（学芸員）、専門事務嘱託員（イン

タープリター）、専門事務嘱託員 3名、マリンスタッフ（非常勤職員）14名、アルバイト 4名 

 

（2）文化、スポーツ事業に関与する部門 

課長、課長補佐、係長 2名、主査 2名、主事 2 名、主事補 3名、非常勤職員 3名 

 

2 施設の整備 

 （1）クジラ倉庫 棚の新設 

 科学館グッズの在庫管理や品出しなど利便性を考え、整理のできる棚を増設した。これにより、

マリンスタッフ業務を円滑にできる環境が整備された。 

 （2）シアタールーム 階段踏面タイルカーペット張替え修繕 

 シアタールームの階段の段差が異なっていること、電気が消されたときに踏面が見えにくくなる

ことから、転倒防止のため踏面タイルカーペット張替え修繕工事を行った。 

 （3）空調機の整備 

 開館から 16年が経ち空調機器に不具合が出てきたため修繕工事を行った。 

 （4）ヒゲクジラ化石展示台整備 

ヒゲクジラ化石展示台に不具合があったため修繕工事を行った。 

 

3 歳入・歳出 

事業支出については、情報ネットワークセンターとしての機能が移転し、科学館のみの支出となった

ため、見かけ上は減少となっている。しかしながら、開館から16年を経て、メインコンテンツとなって

いるシアターをはじめ建物設備の多くに老朽化・故障などが発生しており今後大きな支出が予想される。 

 歳入に関しては、科学館入館料は昨年と比較して増加傾向となった。要因としては、入館料値下げに

より有料入館者が増加したことが考えられる。 

 

      単位（千円） 

  11 年度 12 年度 13 年度 14 年度 15 年度 16 年度 17 年度 

支出 ※ 154,987 266,957 234,613 228,313 209,717 155,954 149,738 

収入※※  16,809 15,260 12,705 10,551 10,126 7,832 8,541 

        

  18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 

支出 ※ 145,462 130,841 128,649 118,044 129,996 140,865 109,289 

収入※※ 8,130 6,877 7,579 6,755 8,039 7,715 7,804 

        

  25 年度 26 年度 27 年度     

支出 ※ 114,560 112,735 83,690     

収入※※ 9,040 8,669 9,843     

        

※ H27 から所管換えにより情報ﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀｰから生涯学習課に移管されたため、科学館のみの総支

出額（人件費を含む）である。 

※※ 科学館の入館料、企画展・講座・ワークショップ受講料、図録等の販売代金の 

合計金額である（但し、ワークショップ受講料は H22 年度から計上）。 



 

 

 

 

平成 27 年度 蒲郡市生命の海科学館事業報告 

 

発行日 平成 28 年 3 月 31 日 

発行者 蒲郡市生命の海科学館 

住 所 〒443-0034 蒲郡市港町 17-17 

電 話 0533-66-1717  FAX 0533-66-1817 

 


